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“かけ橋”でつながる人と地域
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　坂戸市シルバー人材センターでは、昭和か
ら平成そして令和の時代の流れの中、一歩一
歩あゆみを進めてまいりました。就業機会の拡
大、安全・適正就業の推進、請負業務から派
遣事業への一部転換など、道のりは決して平
坦ではありませんが、多くの関係皆様に支えら
れながら、ここに設立４０周年を迎えることができ
ました。これもひとえに、会員皆様及び諸先輩方
のご尽力と、市ご当局をはじめ、多くの事業所
並びに市民の皆様のご支援の賜物であり、心
より感謝を申し上げます。
　当センターは、「自主・自立、共働・共助」の
基本理念のもと、昭和５６年4月に坂戸市生きが
い高齢者事業団として発足しました。当時は、
会員数145人で始まりましたが、現在は、会員数
1,148人の所帯となり、県内でも中核的なセン
ターとして活躍しております。そのような中、これま
での多年にわたる高齢者就業支援等の活動
が高く評価され、昨年6月、全国シルバー人材
センター事業協会定時総会におきまして「優良
シルバー人材センター表彰」の受賞という栄誉
をいただくことができ、関係各位には重ねて感謝

申し上げます。
　さて、シルバー人材センターを取り巻く社会
情勢は、再雇用制度や定年制延長などの影
響により、事業基盤である会員数が伸び悩ん
でいるとともに、事業実績では、依然として続く厳
しい経済状況に加え、昨年からの新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響等により、受注確保が
不安定な状況にあり、効果的な打開策が求め
られています。
　今後におきましては、さらなる就業機会の拡
大・確保を図るため、役職員等による企業訪
問や、市民皆様の多様なニーズに応えられる
就業体制の確立とともに安全・適正就業の徹
底など、センターが一丸となり各種事業に取り
組んでまいります。
　人生１００年時代の到来が叫ばれている現
在、節目となる４０周年を迎え、円熟期の領域に
近づいてまいりましたが、常に風通しのよいセン
ター運営に努め、脈 と々続くシルバーパワーの
歴史と伝統を後世にしっかりと伝えてまいります。
　結びに、会員皆様のご健勝とご活躍を心より祈
念しまして、記念誌発行のごあいさつといたします。

設立４０周年を迎えて
公益社団法人 坂戸市シルバー人材センター

理事長　栗原　厚夫

ご 挨 拶ご 挨 拶 G R E E T I N GG R E E T I N G C O N G R A T U L A T I O N SC O N G R A T U L A T I O N S

　公益社団法人坂戸市シルバー人材セン
ターが、めでたく設立４０周年を迎えられ、ここ
に記念誌を発刊されますことを心からお祝い
申し上げます。
　また、会員皆様には、日頃より、市政進展に
格別なご理解ご協力をいただき、厚く感謝を
申し上げます。
　当センターにおかれましては、昭和５６年の
設立以来、「自主・自立、共働・共助」の基
本理念のもと、地域社会との共生を図りなが
ら、日々充実した事業運営に努め、着実に事
業実績を築き上げてこられました。これもひと
えに、今日まで当センターを支えてこられた歴
代の理事長さんをはじめ、役員、職員の
方々、そして、会員皆様の日頃からのたゆみ
ないご努力の賜物であり、心から敬意を表す
る次第であります。
　さて、昨年から続く新型コロナウイルス感染
症の流行は、社会生活に甚大な影響を与え
ており、当センターにおかれましても受注件数

が減少するなど、厳しい状況にあると拝察いた
します。
　しかしながら、現在のわが国の高齢社会に
おきまして、シルバー人材センターが果たされ
る役割は非常に大きく、就業を通じて、高齢
者の生きがいづくりや社会参加が促進される
ことにより、地域が活性化されていくものと期待
しております。
　坂戸市では、令和３年から令和５年を計画
期間とした「坂戸市高齢者福祉計画・介護
保険事業計画第８期－健康長生きプラン－」
を令和３年３月に策定し、「ともに支えあう健康
と安心のまち」の基本理念のもと、高齢者の
皆様がいきいきと安心して生活できるまちづくり
を進めておりますので、今後とも皆様のご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　設立４０周年にあたり、公益社団法人坂
戸市シルバー人材センターの今後ますますの
ご発展と、会員皆様のご健勝ご多幸を心より
祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

設立４０周年に寄せて

坂戸市長　石川　清

祝 辞祝 辞
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　昭和５６年に、生きがい高
齢者事業団として産声をあ
げられた、公益社団法人坂
戸市シルバー人材センターが
設立４０周年の節目を迎えら

れましたことに、会員の皆様、ご関係者の皆様とともに
心よりお慶び申し上げます。また、４０年の長きにわた
り、貴センターを支えられてこられました栗原理事長を
はじめとする歴代の理事長の皆様、会員の皆様に衷
心より敬意を申し上げます。
　世界を取り巻く環境は、新型コロナウイルスの感
染拡大により、一変しました。一日も早く安心した日常
を取り戻すために、政府与党は感染拡大防止に全
力を尽くし、医療提供体制の強化やワクチン接種を
促進して参ります。またそれと同時に、あらゆる政策を
総動員して経済回復を確実なものとしていかねばな

りません。
　さて、この４０年の間で、社会経済や暮らしは大きく
変化を遂げました。人生１００年時代が到来し健康寿
命も注目されるようになり、定年後の働き方や第２の
人生の考え方も多様化して参りました。
　皆様方シルバー人材センターの存在が地域の中
で無くてはならない存在となり、単なる働く場の提供の
みならず、高度な専門性を活かしたお仕事や特殊技
能を発揮していただく現場や、指定管理者としての
受託など管理部門のお仕事も増えました。
　講習会や自主事業などで会員同士、また市民の皆
様との絆も深まりました。それらが皆様方の高評価とな
り、新たな受注も生み出す好循環につながり、素晴ら
しい実績となったのではないかと思慮しております。
　貴センターの益々のご発展と会員の皆様のご健勝
を心よりお祈り申し上げ、お祝いのご挨拶と致します。

設立４０周年に寄せて
衆議院議員　山口　泰明

C O N G R A T U L A T I O N S

　公益社団法人坂戸市シル
バー人材センター設立４０周
年、誠におめでとうございます。
謹んでお慶び申し上げます。
　貴センターにおかれまして

は、昭和５６年の設立以来、「自主・自立、共働・共助」
の基本理念のもと市民生活の支援作業や派遣による
民間企業での就業、社会奉仕活動など様々な活動を
続けてこられました。
　栗原理事長をはじめとする歴代理事長や会員の皆
様が真摯な姿勢で活動に取り組み、市民の皆様からの
厚い信頼を築かれてきたこれまでの御努力に心から敬
意を表します。
　今後、さらに高齢化が進行する社会の中で、高齢者の
社会参加などを通じて活力ある地域社会づくりに寄与され
ている、貴センターの活動は、より一層重要になってまいりま

すので、引き続きお力添えくださいますようお願いいたします。
　さて、現在の社会状況をみると、新型コロナウイルスが
全国的に広がり、感染力の高い変異ウイルスが新たな
脅威となっています。
　センターの皆様も感染対策を講じながらの事業活動
には多くの御苦労があったと拝察いたします。
　県では、皆様が１日も早く安心して暮らせるよう医療体
制の整備や傷ついた経済の再生のほか、早期のワクチ
ン接種などの対策を進めております。
　県議会といたしましても、県民の皆様の声に耳を傾
け、活発に議論し有効な対策が講じられるよう全力で取
り組んでまいりますので、皆様には引き続き、感染防止対
策に御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人坂戸市シルバー人材セン
ターの限りない御発展と、会員の皆様の御健勝を祈念
いたしましてお祝いの言葉とさせていただきます。

設立４０周年に寄せて
埼玉県議会議長　木下　高志

　この度、公益社団法人坂
戸市シルバー人材センターが
設立４０周年を迎え、ここに記
念誌を発行されますことは誠
に意義深く、心からお祝い申

し上げます。 
　昭和５６年４月に貴センターが設立されて以来、社
会・経済情勢が変動する中にありながらも、「自主・自
立、共働・共助」の基本理念のもと、歴代の理事長
をはじめとする役職員の皆様、会員の皆様が一丸と
なって高齢者の能力を生かした活力ある地域社会
づくりに御尽力をいただいておりますことに対し、深く敬
意と感謝を申し上げる次第でございます。 
　さて、我が国においては、高齢化が急速に進んで
いる状況であり、高齢者の生きがいと健康づくりは、活
力ある地域社会を維持するために必要なものとなって

おります。このような中、高齢者が長年にわたり培って
きた豊かな経験・知識を発揮し、自分の住み慣れた
まちで生きがいを持って、健康に生活できる環境が求
められております。今後、仕事及び社会奉仕活動など
で地域社会に貢献したいという健康で元気な高齢
者が増えていきますので、貴センターの果たす役割
は、ますます重要になってまいります。 
　市議会といたしましても、貴センターの各種事業が
さらに発展・拡充できますよう、市執行部と連携し支
援をしてまいる所存であります。 
　結びに、貴センターの一層の御発展と、会員の皆
様の御健勝と御活躍を心から御祈念申し上げ、お祝
いの言葉といたします。

設立４０周年を祝して
坂戸市議会議長　飯田　恵

　公益社団法人坂戸市シル
バー人材センター設立４０周
年を心よりお祝い申し上げま
す。
　坂戸市シルバー人材セン

ターにおかれましては昭和56年に高齢者事業団とし
て設立され、４０年の長きにわたる歴史を築いてこられ
ました。
　その間、「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、
高齢者の就業を支え福祉の増進に努めてこられまし
た歴代の理事長をはじめ役員、会員の皆様に心から
敬意を表します。
　さて、現在のコロナ禍にあって、貴センターにおいて
も大変な御苦労をされていることと存じます。一方、シ
ルバー人材センターは、シニアが働くことを通じて社会
参加し、健康で生きがいのある生活の実現及び地域

社会の福祉の向上と活性化という極めて重要な役
割を果たしており、今後はますます期待が高まるものと
思われます。こうした中にあっては、この難局も、会員、
役職員の皆様が一丸となった取組により、乗り越えて
いただけるものと確信しています。
　埼玉県シルバー人材センター連合である当財団と
いたしましても、このような社会情勢の変化にも柔軟に
対応し、貴センターをはじめ県内のセンターと連携し、
シルバー人材センター事業の推進に力を注いで参り
ます。
　結びに、貴センターの御繁栄と会員の皆様のます
ますの御健勝と御活躍を心より祈念いたしまして、設
立40周年のお祝いの言葉とさせていただきます。

設立４０周年を祝して
公益財団法人いきいき埼玉　理事長　永沢　映

祝 辞
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C O N C E P T

https://www.sakado-sc.or.jp/40th_anniversary/steps.html

40年の歩み特設サイト

　当シルバー人材センターは、昭和５６年４月に坂戸市

生きがい高齢者事業団として発足後、法人化を経て、平

成２４年度から現在の公益社団法人に至っております。 

　基本理念である「自主・自立、共働・共助」の理念のも

と、社会参加意欲のある健康な高齢者に対して、地域社

会と連携しながら、その希望に応じた就業並びに社会

奉仕等の活動機会を確保するとともに、生きがいの充

実及び福祉の増進を図り、高齢者の知識、経験及び能

力等を生かした活力ある地域社会づくりに寄与すること

を目的としております。

　設立から４０年を経過した今日では、令和２年度事業

実績において会員数１，１４８人、契約金額では、従来の請

負事業や平成２７年度から開始した派遣事業の推進によ

り、５億８千万円となるまでに成長してまいりました。

11月から3月にかけて越辺川と飯盛川の合流付
近に飛来し、優雅な姿を見ることができます。

醤油について遊んで学べ、おいしい醤油の食べ
方を体験できます。

異国情緒漂う国内最大級の台湾のお宮です。五
千もの龍をモチーフにした彫刻等があります。

大川道場跡にできた自然に囲まれた公園で、大
川翁の頌徳碑や芝生の多目的広場があります。

一日を通して散歩道として市民に親しまれてい
る市民のいこいの場所です。

池袋まで東武東上線１本で約43分、東京駅へも
約1時間でアクセスできます。

企業や家庭、公共団体などから高齢者にふさわしい仕事を引き受け、
坂戸市シルバー人材センターの会員の皆さまに業務を提供しています。
長年培った知識や経験、技術を生かし、健康で生きがいを感じるよう、
活力に満ちた地域社会の実現に貢献しています。

健康で生きがいを感じながら
暮らしていけるよう、
活力に満ちた地域社会の実現

公益社団法人 坂戸市シルバー人材センター

私たちは高齢者の生きがいづくりを目指します

コハクチョウの飛来地弓削多醤油（醤遊王国）聖天宮大川平三郎翁記念公園浅羽ビオトープ「住む」「育てる」に最適な環境

さかどのイイトコ
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令和3年3月31日現在 BUS INESS  PERFORMANCE事業実績 4 0 年間の推移

497 554 611 656 720 774 815 839 825 833 920 958 976 913 888 848 841 802 753 723 737 708 691
234 244 277 319 335 382 418 453 465 491 533 535 522 515 523 509 508 500 499 478 479 470 457
731 798 888 975 1055 1156 1233 1292 1290 1324 1453 1493 1498 1428 1411 1357 1349 1302 1252 1201 1216 1178 1148
1821 2021 2188 2206 1947 1990 2021 2051 2057 2096 2153 2114 2115 2166 2330 2633 3039 3371 3329 3426 3362 3493 3000

※平成3年度までは延件数、平成４年度以降は実件数

派遣は平成27年度より

103 140 155 186 215 203 222 219 214 200 214 236 260 290 333 387 418
42 57 66 71 82 87 100 109 108 101 98 117 128 141 159 166 204
145 197 221 257 297 290 322 328 322 301 312 353 388 431 492 553 622
170 447 660 836 972 1204 1472 1797 1838 1825 1892 1023 1185 1227 1520 1495 1775
941 3568 5615 7108 8463 9548 11372 12586 13915 14493 17026 22155 27618 29439 35035 36683 41045 47401 52904 63368 63402 64059 72564 74469 78779 74593 73696 74803 63638 63096 60252 60696 57923 57908 56254 57534 57224 60469 58691 53164

941 3568 5615 7108 8463 9548 11372 12586 13915 14493 17026 22155 27618 29439 35035 36683 41045 47401 52904 63368 63402 64059 72564 74469 78779 74593 73696 74803 63638 63096 60252 60696 57923 57908 57374 59409 61397 64903 63706 58045
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1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985

坂
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

坂
戸
市
の
主
な
出
来
事

世

　相

昭和54年 昭和55年 昭和56年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和60年

40年の歩み
2月 「坂戸市生きがい高齢者事業団(仮称)」
　   設立構想に基づき、老人クラブ連合会役員に対し説明会を開催

2月 「事業団だより」第1号発行
4月 「コミュニティセンター」内へ
　    事務所移転

東武東上線若葉駅開設 「中央図書館」オープン

「教育センター」
オープン

「東清掃センター」オープン

第1回坂戸毎日マラソン開催

「コミュニティセンター」オープン
「勤労福祉センター」オープン

10月 埼玉県老人福祉課と協議
川越市・所沢市高齢者事業団視察

12月 市内各地に於いて
　　 設立趣旨・申込方法の説明会

第1回入会申込者44人

事務所を「勤労福祉センター」内に設置
事業団だより第1号

センター旗

中央図書館

日航ジャンボ機墜落

東北・上越新幹線開通
写真は現在の車両です

4月 設立総会開催 於：坂戸市文化会館

日本海中部地震 M7.7

モスクワオリンピック日本・米国・西独・中国などがボイコット

日航ジャンボ
機、群馬県御
巣鷹山に墜落
520人死亡

「つくば科学
万博」開催

ホテルニュージャパン火災
東北・上越新幹線開通

グリコ・森永事件

40年の歩み
おかげさまで、公益社団法人 坂戸市シルバー人材センターは設立40周年
を迎えました。会員の皆さまと歩んだ今日までの道のりを坂戸市の主な出来
事、世相とともに振り返り、私たちの目指す「活力に満ちた地域社会の実現」
へ向けて、さらなる発展の礎といたします。

「市民健康センター」・「市民総合運動公園」
（市民体育館・市民プール）オープン

40years of history

40years of history

第1回坂戸毎日マラソン開催
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昭和61年
1986

昭和62年
1987

昭和63年
1988

昭和64年・平成元年
1989

平成2年
1990

平成3年
1991

坂
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

坂
戸
市
の
主
な
出
来
事

世

　相

1992 1993 1994 1995 1996 1997
平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年

5月 定期総会

坂戸児童センター（プラネタリウム）オープン 「坂戸市休日急患診療所」
オープン

・法人化移行への趣旨書案について
・設立趣旨書、定款、規程の承認

10月 無料職業紹介事業を実施

坂戸児童センター（プラネタリウム）

ソ連チェルノブイリ原発事故

大韓航空機爆破事件

5月 定期総会

2月 「安全就業のしおり」発行

62年度配分金1億円突破

5月 定期総会
　　（設立10周年）
・「社団法人坂戸市シ
  ルバー人材センター」
  に名称変更
・設立10周年記念誌
  発行

8月 「シルバーさかど」第25号発行

5月 設立15周年記念式典開催
9月 設立15周年記念誌発行

11月 第１回日帰り
　　会員親睦研修旅行

4月 事務所を「坂戸市ワークプラザ」内へ移転

7月 専門部会設置
　   （総務部会、事業部会、広報部会）

（「事業団だより」を改称）

9月 「安全就業委員会」を設置

坂戸市文化施設「オルモ」オープン

「坂戸市ワークプラザ」オープン

「西清掃センター」オープン

「サツキクリーンセンター」オープン

市内公共施設循環バス運行開始

「石井水処理センター」オープン

7月 ＯＡ機器エイジレス８０導入（事務局）

青函トンネル開通、瀬戸大橋開通

昭和天皇1月8日ご崩御、
「平成」に改元

天安門事件発生
ベルリンの壁崩壊

日本人初の宇宙飛行士

Ｊリーグ発足
皇太子徳仁殿下と雅子妃ご成婚

阪神・淡路大震災

地下鉄サリン事件発生

病原性大腸菌「Ｏ－157」流行

関西国際空港開港

香港、中国に
主権返還

40年の歩み 40years of history

当センターが優良団体として
労働大臣より感謝状を授与さ
れる

9月 第１回新入会員研修会開催

11月 第1回就業先企業との懇談会開催

10月 

雲仙普賢岳噴火
火砕流発生

ソビエト連邦
崩壊

老人福祉センター「ことぶき荘」

瀬戸大橋開通 「平成」に改元

設立10周年定期総会

事務所を「坂戸市ワークプラザ」内へ移転

設立15周年記念誌 労働大臣より感謝状授与

「坂戸市ワークプラザ」

阪神・淡路大震災

ご成婚パレード

老人福祉センター「ことぶき荘」オープン

アメリカ合衆国ドーサン市と
姉妹都市提携調印

設立10周年記念誌
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1998 1999 2000 2001 2002 2003

坂
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
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セ
ン
タ
ー

坂
戸
市
の
主
な
出
来
事

世

　相

2004 2005 2006 2007 2008 2009
平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

5月 定期総会(設立20周年)

国体成年女子ソフトボール
競技会場の花植えボラン
ティアに参加

8月

10月 同好会
　　　設立

3月 同好会初の作品展示・発表会
10月 「適正就業委員会」発足

7月 当センターがドイツの
　　  新聞に紹介される

（北坂戸駅東口通り他）

（埼玉新聞・読売新聞で紹介）
10月 第1回地域班地区役員会議開催 10月 国体選手ら歓迎用しじみの根付寄贈

3月 ボランティア清掃

10月 「ふれあい広場2000」に参加

8月の集中豪雨で浸水被害発生
「サンビレッジさかど」オープン

第１回坂戸市民まつり（坂戸よさこい）開催

「彩の国まごころ国体」で成年女子ソフトボール競技会開催
第1回さかど産業まつり開催

「環境学館いずみ」オープン

第1回環境大臣賞受賞
（平成15年度循環・共生・参加
まちづくり表彰）

米国で同時多発テロ事件冬季長野オリンピック開催
北朝鮮拉致被害者5人帰国欧州に新通貨ユーロ誕生
日韓共催サッカー
FIFAワールドカップ開催

鳥インフルエンザ流行

JR福知山線脱線事故発生

郵政民営化関連法案可決
重症急性呼吸器
症候群「SARS」が
世界的に大流行

8月 「シルバーさかど」第50号を
　　  「設立25周年記念特別号」
　　  として発行

6月 「(社)全国シルバー人材センター事業協会」
　　  定期総会に於いて、当センターが
　　  安全就業優良団体として表彰される

12月 親睦会設立

シルバー農園
開園

第１回「シルバーまつり」
開催

総務大臣表彰受賞
（地方自治法施行60周年記念）

圏央道坂戸インターチェンジ開通

「福祉センター」
オープン

北朝鮮がミサイルを日本海に向けて発射、
初の地下核実験実施

オバマ氏アフリカ系
初の米国大統領に
就任

40年の歩み 40years of history

9月 

10月

新潟県中越地震M6.8
スマトラ沖地震津波M9.1

花植えボランティアに参加

「ふれあい広場2000」

坂戸市民まつり（坂戸よさこい） 成年女子ソフトボール競技会

郵政民営化関連法案可決

圏央道坂戸インターチェンジ

シルバー農園

優良団体表彰

第１回「シルバーまつり」

同時多発テロ

日韓共催サッカーW杯

設立25周年記念特別号

オバマ大統領就任式

冬季長野オリンピック
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2010 2011 2012 2013 2014 2015

坂
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シ
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事

世

　相

2016 2017 2018 2019 2020 2021
平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年・令和元年 令和2年 令和3年

6月

8月 公募による就業者選定制度の導入
4月 就業相談会の実施

4月 「第1期中長期計画」の策定

2月 ホームページを公開

5月 設立30周年記念定期総会開催
6月 東日本大震災復興義援金を寄付

3月 東日本大震災被害はセンターにも及ぶ

第1回
「坂戸にっさい
桜まつり」開催

坂戸市制施行40周年記念式典・講演会開催
坂戸市イメージキャラクター「さかろん」誕生

広域静苑組合加入

「高麗川コミュニティパーク」維持管理開始

10月の台風19号により、
越辺川堤防が決壊、
浸水被害多数発生

坂戸駅南北自由通路開通

健康増進施設「サンテさかど」
リニューアルオープン

「坂戸西スマートインターチェンジ」開通

市民バス（さかっちバス・ワゴン）運行開始

「入西地域交流センター」オープン

「マイナンバー
制度」スタート

4月30日平成天皇退位し上皇に

選挙権年齢を
「18歳以上」に
引き下げ決定

5月1日「令和」に改元

1月15日、日本国内で最初の新型
コロナウイルス感染者が見つかる
新型コロナウイルスが世界で蔓延
4月、日本で初の緊急事態宣言発出
東京オリンピック・パラリンピック
が1年延期

1月、11都府県に第２回目の
緊急事態宣言発出

2月、医療従事者に
ワクチン接種開始

熊本地震  震度７を2回観測

築地市場から豊洲市場に移転

東日本大震災M9.0発生、死者・
行方不明者2万人以上（坂戸市震度5弱）

富士山が世界文化遺産に登録

御嶽山噴火死者50人以上

（平成22年度から平成26年度までの５ヵ年）

3月～6月

6月 坂戸幼稚園児を招き、シルバー農園で
　   第1回ジャガイモ掘りを実施

新型コロナウイルス感染拡大のため市内公共施設休館
により、センター事業、各部会行事が中止となった

コロナ禍により「定時総会」ワークプラザ会議室にて開催

6月
「全国シルバー人材センター事業協会」定時総会で、
当センターが優良センターとして表彰される

新型コロナウイルス感染拡大の
為、市内公共施設の休館実施

40年の歩み 40years of history

7月 パソコン教室の事業化を承認

2月 「シルバーさかど」第100号発行
4月 「第3期中期計画」策定

（令和2年度から令和6年度までの5ヵ年）

広域静苑組合加入 2019年10月の台風19号

東日本大震災 マイナンバー制度

熊本地震

豊洲市場

坂戸駅南北自由通路 さかっちバス

「空き家等の適正管理に
関する協定」を締結

東日本大震災被害は
センターにも及ぶ

コロナ禍での定時総会

優良センターとして表彰

設立30周年記念誌

「シルバーさかど」第100号

「第２期中期計画」の策定

4月 「公益社団法人坂戸市シルバー人材センター」へ移行

5月 坂戸市と「空き家等の適
正管理に関する協定」を締結

4月 新規事業の立ち上げ

12月 「設立30周年記念誌」発行

（平成27年度から令和元年度
  までの5ヵ年）

（家事支援・育児支援・高齢者支援）

4月

ホームページ公開
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W O R K  A N D  E M P L O Y M E N T

専門技術分野

皆様のお役に立てることが生きがいです！

無心で研いでます

丁寧な仕事を心がけ皆様に
喜ばれています

きれいになれば、健康にも
いいですよ

センターの仕事と就業の様子

家事支援分野

特殊支援事業

屋内外の一般作業

ヘルメット、ゴーグルなど安全対策は怠りません

ようこそ・いらっしゃいませ

きれいになったよと
言われて嬉しい

安心・安全のお手伝い

粗大ごみの搬出

部品組み立て草刈り・除草

空き家管理

駅前清掃

どんなものになっていくの
だろう

管理分野

整理・整頓で皆に喜ばれます

駐輪場・放置自転車返還所

受付・案内

ご家庭のお困
りごとを解決
します！

窓ガラス清掃

エアコン清掃

植木剪定 襖・障子・網戸の張替え

刃物研ぎ

ピカピカで気持
ちもスッキリ！
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B U S I N E S S  A C T I V I T I E S

センター事業活動

講習会・研修会

料理も楽しいよ‼　男性も参加しよう

交通安全講習会

パソコン教室

料理教室

自転車講習会

いつまでも若いと思うな！
ルールを守って安全に！

ワイワイ　ガヤガヤ　知らない間に
仲間が増える

今からでも遅くない、少しでも分
かると楽しさが増す。わかりやす
い講習

福利厚生

親睦旅行（群馬） 親睦旅行（山梨）

写真クラブ
ゴルフ愛好会

体力アップ目指して
１，２，３，４・・・

青空のもと仲間と楽しく身近な題材もこんなに美しい写真に

改めてわかる人との応対

接遇講習会

清掃講習会

プロの指導で技術を磨いて
仕事に役立てます

趣味もここまでになると芸術家？

健康体操（ことぶき荘）

美術クラブ

地区別懇親会

事業報告後の懇
親会ではお酒も
入り盛り上がる

新入会員研修会

研修内容について熱心に
聞き入る新会員さん
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B U S I N E S S  A C T I V I T I E S

センター事業活動

地域交流事業

センターを知ってもらうための
活動です

シルバー農園（じゃがいも掘り）

シルバーまつり

豚汁、バザー、抽選会など毎年楽しみなまつりです

ことぶき荘まつり
富士見工業団地工業会主催の
防犯パトロールに参加

防犯パトロールで安心、安全な街

地域班長会議定時総会

地区別事業報告会

会議・報告会

決議・承認・報告等を
行なっています

ご意見・ご要望などを
活かしてまいります

センターと会員の
つなぎ役です

みんなで大切なことを決めます

役員による就業開拓

事業所様との意見交換会

ポスティング

ゴミ拾い（ボランティア）

普及啓発活動

よさこいの翌日も裏方で
活動しています

シルバーを知ってもらい普及を目指す

自然とのふれあい時間　可愛いお手々でみんな夢中

シルバーは元気です
今後ともよろしく
お願いします

まつり・イベントに出店
（産業まつり）

聴いてください　私たちの美声を

真剣に聞き入る
年次報告

理事会
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　坂戸市シルバー人材センターの
会員になって１０年も経ちました。
あっという間の事です。早いです
ね、６０歳からの腰掛程度と思って
いた仕事でしたが、面白おかしく、
自分なりに一日一日をご一緒のグループの方 と々何とか、
仕事が出来ました。また、厳しい職場もあり、不慣れであっ
またやっちゃったと失敗、苦労もありました。模型の組み立
て作業の仕事では８人位の男女で自分より年配の方が
ほとんどでしたので、いい勉強もさせて頂き感謝していま
す。また、いつか、機会があればと思う今日この頃です。

ひよっこ、サダ、ファイト！！

坂戸中央地区 貞平　雅子

　平成２６年に地区の先輩から
パソコン教室を立ち上げたいとの
お誘いがあり、８月に会員になりま
した。最初は検討委員会から始ま
り、平成２６年１１月に正式に委員
会が発足して現在に至っております。分かりやすく、楽
しくをモットーに講習会を実施していますが、生徒さん
全員に理解してもらう難しさを実感させられる日々です。
講習会終了時に疑問に思っていたところがクリアーに
なりましたと言われたときは、教師冥利に尽きます。
　それを励みにこれからも精進してまいります。

シルバー人材センターパソコン教室の立ち上げ

坂戸東地区 小峯　茂

　設立４０周年おめでとうございま
す。私の初就業は市内個人宅へ
のポスティング４０００件でした。当時
を思い出します。その後短期就業
で２社を経て現在に至っています。
　就業先の開拓・会員への就業斡旋等ご苦労されて
いる方がいることを忘れてはならない。
　人間、身体に痛み、苦しみを感じる事により健康の有
難さを知るのは私だけでしょうか？
　改めて、今「これから先どう生きるか」それぞれの立場で
考え実行することが大切と私は考える。

これから先どう生きるか

大家地区 石川　登志夫

　１０年前にシルバー会員になり先
輩の指導の下、襖班の仕事を悪
戦苦闘しながら技術習得してきまし
た。お客様から「部屋がキレイに
なった、次回もよろしく」の言葉を頂
くとシルバー人材センターがいかに地域の方 に々認めら
れているかを感じます。このようなお客様の声は４０年の時
間を掛けて先輩方が努力して得たシルバー全体の貴重
な財産と思っています。我 も々先輩方の功績を裏切らな
い為にも地域に密着した奉仕の心を忘れる事無くお客
様目線で行動し次に繋げていきたいと思います。

仕事の取組みと継続の力

坂戸中央地区 石川　留次

　６５歳の誕生日を過ぎたころ、何
か自分にできる仕事がないかと思
い、初めての一歩として「シルバー
人材センター」に登録だけと思い、
「新入会員説明会」を受けてみるこ
とにしました。受けたその日のうちに仕事を紹介され数日後
に面接で考える時間もないまま働くことになりました。不安
状態の中の始まりでしたが、諸先輩の親切なご指導に
支えられながら何とか続いています。今はこのまま健康で
楽しみながら続けたいと思っています。高齢化社会は無
理せずいきいきと地域に喜ばれる働きをしたいと思います。

シルバー人材センター入会のタイミング

坂戸西地区 板野　慶子

　４０周年おめでとうございます。私は
２年半前に会員に加入し早々に現
事業所を紹介していただき現在に
至っております。昨年初めから新型コ
ロナウイルスが発生し多くの方が感
染、非常事態宣言も発令され当職場も昨年今年と長期自
粛を余儀なくされ休職を経験しましたが、会員同士明るく楽
しく和気あいあいと仕事ができています。コロナ禍ですが私の
趣味は、長年テニス仲間達と元気にテニスを楽しんでおりま
す。まだまだ元気で働きたい会員の方もおります。センターの
益 の々繁栄と皆様のご健康をお祈り申し上げます。

健康で働く

坂戸中央地区 井上　亨二

　シルバー人材センター植木班
として入会し、毎日、充実した日々
を過ごしています。庭木を剪定し
ていると通りすがりの方たちに
「きれいになりますね」「私の家も
剪定してください」とよく声をかけられます。この一言を
聞くことにより、植木剪定を長期間続けてきて本当に
良かったと思います。現在は班員の協力、事務局の
方々のご支援に支えられ、忙しくも楽しい毎日が続いて
います。

植木剪定の喜び

坂戸西地区 江島　義文

　定年後はのんびり暮らしたいとの
思いから家で過ごしていましたが、
時間を持て余してしまいシルバー人
材センターに入会し坂戸・聖天宮
に就業して今年で６年になります。
　初めは清掃・受付を３年間、今は受付・案内業務に
就業しております。すべてが未経験業務で戸惑いもありま
したが先輩方 の々指導をいただき、続けることができ感謝
しております。また、お客様に喜んでいただける事が励み
になっています。今後は長く続けられるように体力維持とコ
ロナにも注意し頑張りたいと思っております。

定年後の生活と体力維持

坂戸東地区 黒沢　幸次

自分の得意分野で活躍したり、
仲間と一緒に就業したり、地域社会に貢献しています！

社会を支え地域を盛り上げる

M E M B E R ' S  V O I C E

会員の声

25 26公益社団法人 坂戸市シルバー人材センター　40周年記念誌



会員の声

　入会して１０年、仕事に、安全
就業委員会役員として参加して
います。安全就業委員会では、
他の市町のシルバー人材セン
ターの方 と々就業上の安全対策
の意見交換等を行い、少しでも会員の方々の事故や
ケガがなく仕事ができる様に努めております。入会して
沢山の方 と々出会いがあり、時にはランチに旅行にと
楽しい時間を過ごせることを感謝しております。これから
も体調管理に気を付けて、明るく、楽しく、前向きに頑
張って行きたいと思います。

４０周年を迎えるにあたって思う事

坂戸中央地区 霜凍　順子

　４０周年おめでとうございます。
友人に勧められ２０１５年５月入
会。最初は家事支援の班で、顧
客様宅でいらなくなった家具を処
分する作業でした。先輩と二人で
何とか２階から降ろそうと試みたのですが階段で曲が
れない。先輩が鋸で一部切り落とし、やっと運び出すこ
とが出来ました。家族の方が喜んでくれました。その後、
私も鋸やバール、電動ドライバーまで一式買い揃えてし
まいました。また喜ぶお客様の笑顔を見たかったから、
かな。これからも頑張ります。

喜んでくれる笑顔が見たい

北坂戸地区 菅原　國嘉

　家事支援委員会の立ち上げ時か
ら役員の一員として携わらせていただ
きました。設立して１年後、鶴ヶ島シル
バー人材センターに於いての家事支
援事業の立ち上げに伴い講演の依
頼があり、現在に至る経緯等の講演を行いました。大変に参
考になったとのお話で、お役に立てたようで安堵した事と、仕事
の依頼で目の不自由な一人暮らしの方の家、全部屋のカーテ
ン取替の依頼をいただき、採寸から生地色選定から、注文ま
で任され初めての経験でしたが大変に喜んでいただけたこと
が思い出されます。今までは福祉の担い手でありましたが、今
後は受け手になるでしょう。益 の々発展を願って頑張ります。

家事支援事業に携わって

大家地区 高林　美智子

　40周年おめでとうございます。
　シルバー人材センターに入会
させていただき５年目に入る所で
す。人生100年時代と言われ始
め、退職や子育て後の時間が長
くなります。その時間をシルバー人材センターの活動に
より、健康な心と身体を養って行けるものと思います。
40年前に組織を立ち上げ今日まで活動に尽力された
方 に々敬意を表し、私も微力ではありますが、協力し頑
張って行きたいと思います。

設立４０周年によせて

坂戸中央地区 竹ノ内　隆子

　４０周年おめでとうございます。
私は６２歳でシルバーの会員にな
りました。なにもわからないまま、最
初の仕事は坂戸市小沼の段
ボール会社で５名の先輩方の指
導により仕事が出来ました。その後老人福祉センター
のことぶき荘に紹介され、受付の仕事をやらせて頂き
利用者の方々に日々指導いただき長い間頑張れまし
た。尊敬する先輩会員の皆様、そしてシルバー事務
局の皆様これからも事故なく頑張ります。

シルバー人材センターと私

北坂戸地区 中村　定実

　シルバーへの入会は、シニアが必要と
され、シニア同志の共働性や短時間で
のローテーション就業が行えることに魅力
を感じて入会したことです。
　シルバー就業では様々な業種の経
験をもった人達が、上下関係に囚われず、世代間の格差もなく共
働就業での経験が、私にとって日 さ々わやかな生活を送る糧に
なっています。とは言え想定外とも言える新型コロナウイルス感染問
題で特に高齢者の生活を不安視する中で安全、安心を感じな
がら日々 送る現実はとても複雑な気持ちです。そんな今を生きるた
めに予防策を講じながら、長寿時代とも云われる今を一日でも長く
有意義に生きていける自分を持ち続けたいと思っています。

「今」を思う

三芳野地区 道川　進

　平成２４年に草刈班として入
会し、１０年目となりました。直前ま
で約４０年間がデスクワークでし
たので仲間達が「やって行けるの
か・・」と心配してくれたことを覚え
ています。３年目からは副班長、４年前から草刈班全
体の班長として、周囲に支えられてやってこられました。
暑い真夏の作業は、心身共に厳しい日々ですが、もう
少し頑張ってみようと思う昨今であります。

シルバー人材センターへ入会１０年目

大家地区 武藤　良宏

　「年老いて作るし生い立ち穏
やかに」この様な気持ちが持てる
ようになったのもシルバーでの仕
事が出来たからですかね。会社
勤めを終わり、定年退職後の生
きがいを探していたところ、シルバー人材センターでの
仕事に接し「体と頭」を動かせる場を紹介して頂きまし
た。家に閉じこもる生活ではなく、外に出て人と接し「対
話」の出来る場での生きがいを与えて頂き感謝してお
ります。

シルバー人材センターと私

勝呂地区 矢澤　勝治

　シルバー人材センター４０周年おめ
でとうございます。私、平成２７年２月に
入会させて頂きました。大勢の先輩の
皆様や後輩に囲まれお仕事をさせて
頂いております。でも最近少し寂しい
思いをしています。仕事先の会社には時々近隣の小学校か
ら工場見学に大勢の小学生がやって来るのですが、コロナ
禍で中止になっている様です。以前はたまたま廊下ですれ
違った時大きく元気な声で『今日は』と挨拶されました。こちらも
負けずに大きな声で挨拶を返します。孫に励まされたような気
分になる事も有りもう少し頑張ってみようと思っています。

小学生からの挨拶

坂戸東地区 山地　雅子

坂戸中央地区　 池　　三郎❶

勝呂地区　　　 野澤　堯幸❼

大家地区　 上野　親子❷ 北坂戸地区　 大塚　年恵❸

勝呂地区　　　 近藤　　実❹ 大家地区　 阿部喜代子❺ 坂戸東地区　 黒沢　幸次❻

　平成２９年に２０年勤めていた
会社を退職し、さぼっていた家事
をやり趣味に没頭できると喜んで
いましたが、3ヶ月も過ぎると「何
か」物足らないのです。ちょうどそ
の頃シルバー人材センター会員募集のチラシを見つ
けました。「何か」は働く事？まだ体力・気力が残ってい
る、これは「渡りに舟」だと早速登録しました。現在週２
日５人のよき仕事仲間に恵まれ、色々な人達とコミュニ
ケーションもとる事が出来、趣味に集中する時間も出
来て充実した日 を々過ごしています。

シルバー人材センターと出会って

三芳野地区 渡辺　和子

M E M B E R ' S  V O I C E

https://www.sakado-sc.or . jp/40th_anniversary/interview.html

特設サイトでも特集しております。

会員の声特設サイト

五十音順で掲載しております。

掲載リスト
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MEMBER  D I STR IBUT ION  BY  REG ION地域別会員分布

三芳野地区三芳野地区
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「人も街もいきいきと輝くまちづくり」をビジョン
に掲げる坂戸よさこいは、多くの人々の支援によ
り育まれて、坂戸市を「よさこいの街」へと広く市
内外に定着されています。

「人も街もいきいきと輝くまちづくり」をビジョン
に掲げる坂戸よさこいは、多くの人々の支援によ
り育まれて、坂戸市を「よさこいの街」へと広く市
内外に定着されています。

❷❷

❸❸

❹❹

❻❻

❻❻

❻❻

❽❽

❽❽
どんと焼きどんと焼き

釈尊降誕祭（永源寺）釈尊降誕祭（永源寺）

坂戸八坂祭り坂戸八坂祭り

坂戸竹灯の夕べ坂戸竹灯の夕べ

にっさい桜まつりにっさい桜まつり

森戸の獅子舞森戸の獅子舞大宮住吉神楽大宮住吉神楽慈眼寺のしだれ桜慈眼寺のしだれ桜
3月3月 4月4月

3月3月

10月10月

1月1月

5月5月

7月7月

5月5月

10月10月
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　設立４０周年記念誌をお届けします。発行
にあたり、多くの皆様より原稿をお寄せいただ
き心より感謝申し上げます。編集にあたって
は、４０周年記念誌編集委員会が設立され、
１１名の委員が理事会で承認されました。第１
回編集委員会を令和２年１０月開催、編集構
想１０項目、各担当、スケジュ―ル等を取り決
め編集作業がスタートしました。
　編集作業は祝辞、会員の声等の原稿依
頼、４０年の歩みの取材、写真選考、校正等
を進める過程において、「シルバーさかど」を創
刊号からキメ細かく目を通し作業を進める中、
先輩方のご苦労に思いを馳せながら４０年の
歴史をいかに皆様にお伝え出来るか、各委員
それぞれ誌面作りに苦慮しました。
　コロナ禍でもあり編集打合せを極力減らし
ながらも、写真撮影、編集校正等を進めてい
ただき発行にこぎ付けました。この様な機会に
巡り会えた事は、各委員それぞれが大きな喜
びを感じたことと思います。

　少子高齢化が進む中、高齢者が就業によ
り社会の発展に寄与していくことは、今後ます
ます重要になっていくものと思います。次の節目
の設立５０周年に向け、魅力あるセンターにな
るよう会員皆様と共に事業を推進してまいりた
いと思います。

髙岸　明

１９８１－２０２１みな
さまのおかげで40周年

坂戸市イメージキャラクター
さかろん

シルバー人材センターマスコットキャラクター
チエブクロー
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更なる「活力に満ちた地域社会の実現」を目指し、

　公益社団法人 坂戸市シルバー人材センターは歩み続けます。

更なる「活力に満ちた地域社会の実現」を目指し、

　公益社団法人 坂戸市シルバー人材センターは歩み続けます。
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